
 
 

 
深沢・桜新町さくらフォーラムは、地域の風景づくりの啓発活動に取り組む市民団体です。http://sakura-forum.jimdo.com/ 

2 面：呑川親水公園の桜の植え替え・地域風景資産現標示プレートの設置、3 面：100 年史冊子刊行記念の集い、 

 

ことしは、新 町 住 宅 地 の分 譲 開 始 に始 まる深沢 ・桜 新 町 開 発 の 102 周 年 です。 

3 月に刊行した『深沢・桜新町 100 年史』を増刷しました。 
 

 世田谷区風景づくり活動団体に登録されている深沢・桜 

新町さくらフォーラムは、活動の一環として、2013 年に開 

催した新町住宅地分譲開始 100 周年記念の集いで 100 年の 

歴史をスライドで紹介し、その後、スライドの内容を充実 

させた冊子の作成に取り組んできましたが、3 月末に『深 

沢・桜新町 100 年史』を刊行し、6 月末に増刷しました。 

 地域のみなさまにお目通しいただき、地域への思いや地 

域の絆をあらためてお感じいただければ幸いです。 

本冊子の無償版は、世田谷区絆ネットワーク支援事業の 

補助金を得て作成し（当フォーラムの資金も充当）、区民 

（在勤・在学を含む）の方に無償で配布するものです。 

 定価 500 円の有償版（奥付を除き無償版と同じ）は、世 

田谷区民以外の方、世田谷区民でもまちづくり等の専門家 

の方のために用意しました。 

 いずれも冊数に限度があります。 

 配布のお申し込みは、4面をご覧ください。 

 

 

深沢・桜新町でみかけた、美しく楽しく心なごむ「道ばたのあしらい」２題 
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小さいけれど、さまざまな緑のあしらい（黒白で残念ですが） 

溶

ピアノにご縁のあるお宅 
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まちの変化 

●西大通りの邸宅（深沢 8－18） 

が解体されました。 

地下室付きの大邸宅が数か月 

に及ぶ工事の末、解体され、樹 

木はすべて伐採されました。 

写真ではわかりにくいで 

すが、桜並木に緑陰をつくっ 

ていたクスの大木（右写真 

の左隅）も切られました。 

●相次 ぐ社 宅 ・寮の建 て替え・閉 鎖  

―NTT 社宅（中町 5-9）跡地は、マンションと高 

齢者住宅ほかへの建て替え工事中  

旧三和銀行社宅（桜新町 1－28、長谷川町子美 

術館向い）、富士フィルム社員寮・社宅（深沢 7 

－21）の一部は、閉鎖されているようです。 

長谷川町子美術館開館３０周年記念 

 「長谷川町子が描いたサザエさん」開催中 
 ７月１８日（土）～８月３０日（日）私たちのまちとのつながりも知ることができます。 

『深沢・桜新町 100 年史』 3 月刊行初版の間違いのお知らせとお詫び 
59 ページ上の図中の「新町３」と「新町１」は逆でした。 

新町１→新町３、新町３→新町１と入れ替える必要があります。 
初版をお届けしたみなさまにお知ら 

 せし、お詫びしたつもりですが、漏れ 

た方がいらっしゃいましたら、あらた 

めてお詫びいたします。 

  お手元の冊子の修正をぜひお願いい 

 たします。 

『深沢・桜新町 100 年史』増刷 
●入手ご希望の方は、下記まで、 

  お名前、ご住所、電話番号と共に、 

 できればファックスで、お申し込み 

 ください。無償版は、原則として、１ 

世帯 1冊です。 

有償版は、500 円です。 

両版共、遠方の方は、送料をご負担く 

ださい。振込手数料もご負担ください。 

冊数に限度がありますので、ご要望 

 に沿えないことがあります。 

●世田谷区の全図書館、都立中央図書館、 

 国会図書館に献本しています。 

○会員募集中：この地域の景観・環境・みどりなどに関心のおありの方は、ぜひ、ご参加ください。 

 

目   次  

開発前史：1913（大正 2）年以前 

        玉川電車開通への動きから分譲開始前夜まで 

第 1 期：1913（大正 2）年～1945（昭和 20）年 (32 年間) 

        新町住宅地の分譲開始から終戦まで 

        －ゆるやかに新しいまちになっていきました 

第 2 期：1945（昭和 20）年～1977（昭和 52）年 (32 年間) 

        終戦直後から新玉川線（当時）の開通まで 

        －「弾丸道路」や首都高の開通などにより環境 

が激変しました 

第 3 期：1977（昭和 52）年～2013（平成 25）年 (36 年間) 

        新玉川線（当時）の開通後から現在まで 

        －便利で住みやすくなった一方で、庭木や生 

垣が減りました 

補 足：年表／地名の変遷／桜並木の 100 年／書き綴ら

れ、語られてきた私たちのまち／事項解説 

発行元：深沢・桜新町さくらフォーラム  http://sakura-forum.jimdo.com/ 

〒158-0081 世田谷区深沢 8-19-6 フェリックス気付    電話 03(3702)3274  FAX  03(3702)3219 

ことし、解体直前の NTT 社宅前の桜
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地域風景資産関連の２つのお知らせ（前 19 号で速報済み） 

●呑川親水公園の桜の老木１２本が植え替えられました。 

2 月末に伐採、3月に植え替えられ、花見の時期には、にぎわいに加わりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域風景資産現地標示プレート(区が配布)を 4 カ所に取り付けました。 

 当フォーラムが関わっている呑川親水公園と旧・新町住宅地の桜並木の２つ 

の地域風景資産の現地標示プレートをそれぞれ 2 か所に取り付けました。 

桜新町区民集会所前を除く 3 か所について、区の玉川公園管理事務所が 

見栄えよく、しっかりと取り付けてくださいました。厚くお礼を申し上げます。    

桜新町区民集会所前の「新町住宅発祥地」の石碑上の取り付けについて

は、玉川地域団体協議会の石標の会がご快諾くださいました。 
  

 
  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上は、伐採されたソメイヨシノの老木。外から見て元気そうでも、内部や

根は朽ちているのがわかります。 

右は、植え替えられた幼木。この後、しっかり花を咲かせました。 

 

 

 

 

深沢の杜緑地 

東大通り側フェンス上 

左写真の大きなプレート

は、区が取り付けたもの

です。 

桜新町区民集会所前西大通り側 新桜橋 

呑川橋 

プレート右下の QR コードをスマ

ホなどで読みとると説明が示さ

れます。説明文は、区が用意し

たものです。 
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7 月 12 日（日）、「深沢・桜新町 100 年史」刊行記念の集いを開催しました。 

3 月末の初版刊行、6月末の増刷（第 2版刊行）を経て、50 名 

の方のご参加のもと、刊行記念の集いをもつことができました。 

桜新町親和会のご後援をいただきました。 

第 1部 「深沢・桜新町 100 年史」ご紹介 

当フォーラムの稲垣が冊子の全体構成、冊子作成の目的等を紹 

介し、続いて山岡（「東京の軽井沢 桜新町」の著者、当フォー 

ラムアドバイザー会員）が開発前史と第 1期を、稲垣が第 2期、 

第 3期と補足を説明しました。 

山岡は、上記の著作をまとめるに至った経緯―学生時代に通学のバスから桜並木のあるこのまちを

見て、その歴史を卒業論文まとめたことなどを語りました。稲垣は、「さようなら『玉電』」の花電

車の写真（冊子 p39）について、どうしてもカラーで掲載したかったので、著作権使用料を支払って

購入したことを補足しました。 

第 2部 「みんなで語ろう！この街の 100 年」 

質問など 

●当初の建物は、どれ位残っているか？新町の同潤会住宅（アパートが有名だが、ここは戸建住宅） 

では、当初の建物はなくなったが。→ことしの始めに、大正 2年に建築され、増築されてきた U邸 

が解体された。現在残っている第一世代の住宅は、数棟と思われる。 

●道路の拡幅 

・かつて道路拡幅の説明会があったが、そのままになっている。どういうことだろう？→環八と駒沢 

公園通りを結び深沢の杜緑地の南に接して走る道路は、区の主要生活道路に指定され優先整備路線 

に挙げられている。都市計画道路と違って強制的な整備はできない道路である。 

・東大通りも拡幅の計画があると聞いたが…→同じく主要生活道路に指定されているので、桜新町区 

民集会所や深沢の杜緑地は、拡幅計画の位置まで後退している。 

●地名の元は？ 

・深沢の地名が最初に出てくる確実なのは、永禄 7（1564）年とされている。（冊子 p58 参照） 

  後記：呑川が奥深い沢として流れ、それが深沢、奥沢の地名になったようです。（『世田谷の地名（下）』p152参照） 

・桜新町については、分譲開始後の早い時期から桜の名所となったようで（「桜小学校から歩いてこ 

こまで見に来た。」という発言あり。）まず玉電の停留所名が新町から桜新町に変わり（昭和 7（1932） 

年）、住居表示導入時（昭和 43（1968）年）に深沢 4丁目のうち、玉川通り以北が桜新町になった。 

●桜の話題 

・白い桜が混じっているが？→花の咲いていないソメイヨシノとオオシマザクラの区別は難しく、植 

え替えの際、オオシマザクラが混ざったと聞いている。 

・ソメイヨシノは、寿命ではないか？→区は、樹木医の診断にもとづいて計画的に植え替えている。 

みなさんの思い出 

●南大通りに面した家に住んでいた。写真を見て懐かしい。庭に防空壕が掘られていたのを子ども心 

に覚えている。空襲の後、焼け野原になって、渋谷駅から多摩川の方まで見えたそうだ。 

●長尾邸(現在の深沢高校、長尾邸の一部が清明亭として現存)：池に屋形船があった。大きな秋田犬 

がいた。栃錦や若ノ花が挨拶に来ていた。／黙って入って遊んでいて迷子になり、「すみませんが」 

と言って出してもらったことがあった。／深沢神社の神輿は、長尾邸や若尾邸では必ず停まった。 

 ●サザエさんの漫画：迷子になったときのための練習をさせられたワカメちゃんが交番でこの地の住

所をいうシーンがある。／実際のお店の名前が出てくるのが楽しい。 
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